
禅
宗
の
祖
統
説
は
宝
林
伝
（
八
○
一
年
撰
述
）
に
お
い
て
確
定
す
る
が
、
そ
れ
以
前
の
未
確
定
の
祖
統
説
を
考
え
る
場
合
、
右
に
述
令
へ
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
念
頭
に
置
い
て
お
く
と
調
法
で
あ
る
。
要
点
は
二
つ
あ
っ
て
、
付
法
蔵
人
が
師
子
比
丘
で
途
絶
え
た
こ
と
、
末
田
地

を
加
え
る
か
ど
う
か
で
数
が
違
っ
て
来
る
こ
と
。
後
の
点
に
つ
い
て
ど
う
選
択
す
る
か
で
、
二
十
九
祖
説
と
二
十
八
祖
説
と
の
違
い
が
出

て
来
る
の
で
あ
る
。

便
宜
の
た
め
、
宝
林
伝
以
前
の
重
な
祖
統
説
を
表
に
し
て
お
こ
う
。

摩
訶
止
観
一
上
に
、
付
法
蔵
伝
の
迦
葉
か
ら
師
子
ま
で
の
付
法
蔵
人
を
挙
げ
た
後
、
次
の
よ
う
に
言
う
㈲

師
子
為
檀
弥
羅
王
所
害
、
剣
斬
流
乳
。
付
法
蔵
人
始
迦
葉
、
終
師
子
、
二
十
三
人
。
末
田
地
与
商
那
同
時
、
取
之
則
二
十
四
人
。

師
子
檀
弥
羅
王
の
害
す
る
所
と
為
り
、
剣
も
て
斬
ら
れ
て
乳
を
流
す
。
付
法
蔵
人
は
迦
葉
に
始
ま
り
て
師
子
に
終
る
ま
で
二
十
三
人

な
り
。
末
田
地
は
商
那
と
同
時
な
る
も
、
之
を
取
れ
ば
二
十
四
人
な
り
。

初
期
禅
宗
の
祖
統
説
と
北
山
録

古
賀
英
彦
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大
疏
抄
一
血
脈
譜

迦
葉

阿
難

商
那
和
修

優
婆
麹
多

提
多
迦

弥
遮
迦

仏
陀
難
提

仏
陀
密
多

脇
比
丘

富
那
箸

馬
鳴
菩
薩

砒
羅
尊
者

竜
樹
菩
薩

迦
那
提
婆

羅
喉
羅

僧
伽
難
提

僧
伽
耶
舎

鳩
摩
羅
駄

闇
夜
多

婆
修
盤
陀

摩
奴
羅

鶴
勒
那
夜
遮

師
子
比
丘

舎
那
婆
斯

優
婆
掘

婆
須
密

僧
伽
羅
叉

達
磨
多
羅

祖

統
表

摩
訶
迦
葉

阿
難
陀

商
那
和
修

優
婆
麹
多

提
多
迦

弥
遮
迦

仏
陀
難
提

仏
陀
密
多

脇
比
丘

富
那
著

馬
鳴
菩
薩

比
羅
比
丘

竜
樹
菩
薩

迦
那
提
婆

羅
唯
羅

僧
伽
難
提

僧
伽
耶
舎

鳩
摩
羅
駄

闇
夜
多

婆
修
渠
陀

摩
奴
羅

鵺
勒
耶
舎

師
子
尊
者

舎
那
婆
斯

婆
須
密

僧
伽
羅
叉

優
婆
掘

菩
提
達
磨

曹
溪
伝
一
歴
代
法
宝
記

摩
訶
迦
葉
摩
訶
迦
葉

阿
難
阿
難

商
那
和
修
末
田
地

憂
波
掬
多
商
那
和
脩

優
波
掬
多

提
多
迦

弥
遮
迦

仏
施
難
提

仏
陀
蜜
多

脇
比
丘
、

富
那
耶
舎

馬
鳴

砒
羅
長
老

竜
樹

迦
那
提
婆

羅
喉

僧
伽
那
提

僧
伽
耶
舎

鳩
摩
羅
駄

闇
夜
多

婆
脩
藥
施

摩
挙
羅

鶴
勒
那

師
子
比
丘

舎
那
婆
斯

優
婆
掘

達
磨
多
羅

須
婆
蜜
多

僧
伽
羅
叉

菩
提
達
摩
多
羅

須
婆
蜜
多

菩
提
達
摩
菩
提
達
摩

大
左

迦
溪

葉
碑

敦
煙
本
壇
経

大
迦
葉

阿
難

末
田
地

商
那
和
修

優
婆
掬
多

提
多
迦

（
弥
遮
迦
）

仏
陥
難
提

仏
陀
密
多

脇
比
丘

富
那
著

馬
鳴

砒
羅
長
者

竜
樹

迦
那
提
婆

羅
惟
羅

僧
迦
那
提

僧
迦
耶
舎

鳩
摩
羅
駄

闇
夜
多

婆
修
盤
多

摩
奴
羅

鵺
勒
那

師
子
比
丘

舎
那
婆
斯

優
婆
掘

僧
迦
羅

定
是
非
論

迦
葉

阿
難

末
田
地

舎
那
婆
斯

優
婆
胴

須
婆
蜜

僧
伽
羅
又

菩
提
達
摩

付
法
蔵
伝

摩
訶
迦
葉

阿
難
・

摩
田
地

商
那
和
修

憂
婆
遡
多

提
多
迦

弥
遮
迦

仏
駄
難
提

仏
陀
蜜
多

脇
比
丘

富
那
著

馬
鳴

比
羅

竜
樹

迦
那
提
婆

羅
喉
羅

僧
伽
難
提

僧
伽
耶
舎

鳩
摩
羅
駄

闇
夜
多

婆
修
築
陀

摩
奴
羅

鵺
勒
那
夜
著

師
子

禅
経

大
迦
葉

阿
難

末
田
地

舎
那
婆
斯

優
波
堀

婆
須
密

僧
伽
縦
叉

達
摩
多
羅

不
若
密
多
羅’
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ぎ
な
い
こ
‐

う
も
な
い
。

①

「
在
後
展
転
相
伝
し
て
、
西
国
は
二
十
八
祖
を
経
た
り
。
達
磨
多
羅
大
師
に
至
り
て
は
、
漢
地
に
初
祖
と
為
り
、
恵
可
に
付
嘱
す
」
と

い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
達
磨
多
羅
を
し
ん
が
り
と
す
る
西
天
二
十
八
祖
説
で
あ
る
。
た
だ
こ
れ
は
決
し
て
曹
渓
大
師
伝
の
創
唱
で
は
な
い

途
中
を
省
略
し
か
つ
第
二
十
八
が
達
磨
多
羅
で
あ
る
こ
と
す
ら
言
わ
な
い
や
り
方
は
、
仏
教
の
世
界
で
は
周
知
の
も
の
を
引
用
し
た
に
過

ぎ
な
い
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
円
覚
経
大
疏
抄
の
祖
統
説
と
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
創
唱
者
が
誰
で
あ
る
か
は
見
当
の
つ
け
よ

二
十
八
祖
説
が
出
て
来
た
の
は
、
先
行
す
る
二
十
九
祖
説
が
末
田
地
を
含
む
の
を
不
当
と
し
て
合
理
化
を
計
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
宗
密
が
円
覚
経
大
疏
抄
三
之
下
に
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
付
法
蔵
経
に
よ
る
と
、
末
田
地
と
商
那
和
修
と
は
共
に
阿
難
の
弟
子
で
あ

っ
て
同
学
で
あ
り
、
両
者
の
間
に
相
承
の
関
係
は
な
い
。
ま
た
憂
波
麹
多
に
法
を
伝
え
た
の
は
商
那
和
修
で
、
こ
れ
が
正
系
で
あ
り
、
法

嗣
の
な
い
末
田
地
は
傍
系
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
祖
統
に
名
を
連
ね
る
の
は
適
当
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
は
ぶ
い
た
の
で
あ
る
。

た
だ
未
田
地
を
も
付
法
蔵
人
の
一
人
に
数
え
る
の
が
古
く
か
ら
の
習
慣
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
二
十
九
祖
説
は
そ
れ
に
従
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
西
天
の
し
ん
が
り
を
達
磨
多
羅
と
す
る
の
は
別
の
合
理
化
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
菩
提
達
磨
と
す
る
古
い
説
に
依
っ
た
二
十
八
祖
説

の
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
か
ら
お
し
は
か
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
宝
林
伝
以
前
に
は
、
菩
提
達
磨
の
二
十
八
・

二
十
九
祖
説
・
達
磨
多
羅
の
二
十
八
・
二
十
九
祖
説
が
混
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
と
円
覚
経
大
疏
紗
と
は
宝
林
伝
以
後
の
も
の
で
あ
る
が
、
古
い
祖
統
説
を
伝
え
て
い
る
の
で
掲
げ
て
お
く
。

年
代
的
に
宝
林
伝
に
一
番
近
い
曹
渓
大
師
伝
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

忍
大
師
告
能
日
、
如
来
臨
般
浬
藥
、
以
甚
深
般
若
波
羅
密
法
、
付
嘱
摩
訶
迦
葉
。
迦
葉
付
阿
難
、
阿
難
付
商
那
和
修
、
商
那
和
修
付

憂
波
掬
多
。
在
後
展
転
相
伝
、
西
国
経
二
十
八
祖
。
至
於
達
磨
多
羅
大
師
、
漢
地
為
初
祖
、
付
嘱
恵
可
云
々
。
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事
は
即
ち
千
有
余
載
、
聖
は
乃
ち
三
十
有
四
、
嫡
嫡
相
承
し
、
代
代
相
次
す
。

と
い
う
の
だ
か
ら
、
三
十
四
か
ら
唐
土
の
六
を
引
け
ば
西
天
二
十
八
祖
説
が
残
る
こ
と
に
な
る
。
直
前
に
「
吾
祖
師
達
摩
多
羅
伝
此
法
要
、

嫡
嫡
相
授
」
と
言
っ
て
い
る
か
ら
、
達
摩
多
羅
の
二
十
八
祖
説
で
あ
る
。

達
摩
祖
師
、
自
二
十
八
代
首
尾
相
伝
、
承
僧
迦
羅
叉
。

達
摩
祖
師
は
二
十
八
代
首
尾
相
伝
し
て
よ
り
、
僧
迦
羅
叉
を
承
く
。

と
言
っ
た
り
し
て
、
し
き
り
に
二
十
八
と
い
う
数
字
を
気
に
し
な
が
ら
二
十
九
祖
説
を
主
張
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
他
に
例
を
見
な
い
〃
菩
提
達
摩
多
羅
″
と
い
う
奇
怪
な
名
前
、
こ
れ
は
実
は
菩
提
達
摩
に
達
摩
多
羅
が
重
ね
ら
れ
た
も
の
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
歴
代
法
宝
記
の
二
十
九
祖
説
は
、
初
め
は
菩
提
達
摩
の
二
十
九
祖
説
で
あ
っ
た
も
の
が
、
の
ち
に
達
摩

ル
ー
旨
つ
提
ト
リ

と
い
う
件
り
が
あ
る
。

実
は
こ
の
事
態
の
片
鱗
を
歴
代
法
宝
記
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
法
宝
記
の
末
尾
に
、
山
人
孫
震
な
る
者
の
写
真
賛
が
載
っ

て
い
る
が
、

さ
ら
に

最
上
乗
法
、
無
理
非
事
。
善
説
多
門
、
皆
帰
不
二
。
迦
葉
得
之
、
西
弘
於
仏
域
、
達
摩
授
之
、
東
流
於
漢
地
。
事
即
千
有
余
載
、
聖

乃
三
十
有
四
、
嫡
嫡
相
承
、
代
代
相
次
。

西
国
二
十
九
代
、
除
達
摩
多
羅
二
十
八
代
也
。

西
国
は
二
十
九
代
な
る
も
、
達
摩
多
羅
を
除
け
ば
二
十
八
代
な
り
。
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と
あ
り
、
菩
提
達
摩
の
二
十
九
祖
説
で
あ
る
。
途
中
が
は
ぶ
か
れ
て
い
る
か
ら
、
曹
渓
大
師
伝
と
同
断
で
、
当
時
仏
教
界
に
行
わ
れ
て
い

た
の
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
た
だ
迦
葉
か
ら
達
摩
に
到
る
具
体
的
な
内
容
は
解
ら
な
い
か
ら
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
歴
代
法
宝

記
と
敦
煤
本
壇
経
と
に
よ
っ
て
見
当
を
つ
け
て
み
る
し
か
な
い
。

敦
煙
本
壇
経
を
同
列
に
取
り
挙
げ
る
に
つ
い
て
は
問
題
が
残
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
祖
本
の
成
立
の
時
期
か
ら
い
っ
て
も
、
成
立

②

の
事
情
か
ら
い
っ
て
も
、
参
考
と
す
零
へ
き
価
値
を
充
分
に
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
両
者
に
共
に
現
わ
れ
る
〃
須
婆
蜜
多
″
と
い
う
名
前
に
注
目
し
よ
う
（
法
宝
記
の
一
木
は
〃
須
婆
蜜
″
と
す
る
）
。
こ
れ
は
神

会
が
菩
提
達
摩
南
宗
定
是
非
論
に
〃
須
婆
蜜
″
と
記
し
た
の
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
あ
た
り
の
問
題
点
を
胡
適
博
士
に
語
っ
て
も

ら
う
た
め
、
『
神
会
和
尚
遣
集
』
か
ら
引
用
し
よ
う
（
民
国
五
十
七
年
版
二
九
四
頁
以
下
）
。

多
羅
の
そ
れ
に
修
正
さ
れ
て
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
こ
う
い
う
こ
と
を
思
わ
し
め
る
記
事
が
北
山
録
の
中
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
二
十
九
祖
説
の
成
り
立
ち
か
ら
調
べ
て
見
よ
う
。
二
十
九
祖
説
を
伝
え
る
も
の
の
中
で
、
比
較
的
年
代
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
の

は
左
渓
大
師
碑
（
全
唐
文
三
二
○
）
で
あ
る
。
左
渓
大
師
玄
朗
は
天
宝
十
三
年
（
七
五
四
）
に
没
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
，

遠
法
師
問
、
唐
国
菩
提
達
摩
既
称
其
始
、
菩
提
達
摩
復
承
誰
後
？
又
経
幾
代
？
和
上
答
、
菩
提
達
摩
西
国
承
僧
伽
羅
叉
、
僧
伽

羅
又
承
須
婆
蜜
、
須
婆
蜜
（
皆
当
作
「
婆
須
蜜
」
、
即
ぐ
閉
口
目
茸
Ｐ
、
両
巻
同
誤
）
承
優
婆
堀
、
優
婆
堀
承
舎
那
婆
斯
、
舎
那
婆
斯

仏
以
心
法
付
大
迦
葉
、
此
後
相
承
凡
二
十
九
世
。
至
梁
魏
間
、
有
菩
薩
僧
菩
提
達
摩
禅
師
、
伝
枅
伽
法
。

二
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て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

も
の
、
と
い
』
う
こ
と
に
な
り
は
↑

ま
い
。 こ

の
箇
処
、
博
士
は
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
に
依
っ
て
校
定
を
行
っ
て
い
る
が
、
括
弧
の
中
が
そ
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
い
ま
か
か
わ
り
の

あ
る
の
は
、
達
摩
多
羅
禅
経
に
も
と
づ
き
な
が
ら
、
神
会
は
婆
須
蜜
を
須
婆
蜜
と
誤
記
し
て
い
る
こ
と
、
達
摩
多
羅
を
菩
提
達
摩
と
誤
認

し
て
い
る
こ
と
（
不
若
蜜
多
羅
を
西
国
有
般
若
蜜
多
羅
承
菩
提
達
摩
後
と
し
て
片
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
〃
無
意
″
に
で
は
な
い
）
、

し
て
い
る
こ
↑
と
幸

こ
の
二
占
小
で
幸
め
る
。

法
宝
記
と
壇
経
と
に
須
婆
蜜
が
承
け
つ
が
れ
、
左
渓
大
師
碑
及
び
壇
経
が
菩
提
達
摩
で
あ
り
、
か
つ
法
宝
記
に
も
菩
提
達
摩
が
含
ま
れ

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
最
初
に
出
来
た
二
十
九
祖
説
は
、
神
会
の
八
代
を
付
法
蔵
経
の
二
十
四
祖
に
重
ね
合
わ
せ
て
整
理
し
た

の
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
達
摩
多
羅
に
な
る
の
は
、
禅
経
に
遡
っ
て
由
緒
を
正
そ
う
と
し
た
結
果
に
他
な
る

承
末
田
地
、
末
田
地
承
阿
難
、
阿
難
承
迦
葉
、
迦
葉
承
如
来
付
。
唐
国
以
菩
提
達
摩
而
為
首
、
西
国
以
菩
提
達
摩
為
第
八
代
。
（
遺

集
三
脱
「
而
為
首
西
国
以
菩
提
達
摩
」
十
字
）
。
西
国
有
般
若
蜜
多
羅
承
菩
提
達
摩
後
。
唐
国
有
恵
可
禅
師
承
菩
提
達
摩
後
。
（
本
巻

脱
「
菩
提
達
摩
四
字
」
）
自
如
来
付
西
国
与
唐
国
、
総
経
有
一
十
三
代
。
（
此
七
字
本
巻
作
「
総
有
十
四
代
」
。
今
従
遺
集
三
。
達
摩

在
西
国
為
第
八
代
、
在
中
国
為
第
一
代
、
故
両
国
共
十
三
代
）
・

遠
法
師
間
、
拠
何
得
知
菩
提
達
摩
在
西
国
為
第
八
代
？
和
上
答
、
拠
禅
経
序
中
具
明
西
国
代
数
。
又
恵
可
禅
師
親
於
嵩
山
少
林

寺
間
菩
提
達
摩
西
国
相
承
者
、
菩
提
達
摩
（
以
上
九
字
、
遣
集
三
脱
）
答
一
如
禅
経
序
所
説
。
（
此
処
神
会
引
「
禅
経
序
」
作
他
的
西

国
八
代
説
的
根
拠
。
「
禅
経
」
是
東
晋
末
年
’
約
当
四
一
○
ｌ
臆
山
訳
出
的
「
達
摩
多
羅
禅
経
」
。
其
開
巻
序
引
中
説
到
大
迦
葉

以
下
八
個
「
持
法
者
」
。
神
会
把
達
摩
多
羅
口
冒
Ｈ
自
画
３
３
和
菩
提
達
摩
切
目
冒
目
肖
日
四
誤
認
作
一
個
人
、
故
有
此
大
錯
誤
！

至
子
他
説
恵
可
親
問
達
摩
一
節
、
那
更
是
有
心
説
証
了
。
看
胡
適
「
荷
沢
大
師
神
会
伝
」
三
・
）
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北
山
参
玄
語
録
十
巻
の
著
者
神
清
は
元
和
年
中
（
八
○
六
’
八
二
○
）
に
没
し
た
と
言
わ
れ
る
（
宗
高
僧
伝
六
）
。
ま
た
北
山
録
に
自
ら

「
余
昔
観
浄
衆
禅
門
」
と
言
う
。
浄
衆
禅
門
と
は
浄
衆
寺
無
相
（
六
八
○
’
七
五
六
）
す
な
わ
ち
法
宝
記
に
い
う
金
和
上
の
禅
門
に
他
な
ら

な
い
か
ら
、
お
よ
そ
荷
沢
神
会
（
六
八
四
’
七
五
八
）
の
晩
年
か
ら
宝
林
伝
の
出
来
上
る
前
後
ま
で
を
生
き
た
人
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
さ
に
東
山
法
門
の
禅
宗
が
、
馬
祖
石
頭
の
禅
に
収
敵
し
て
行
き
つ
つ
あ
っ
た
時
期
に
当
り
、
当
時
の
消
息
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
、
北

山
録
は
貴
重
で
あ
る
。
と
く
に
禅
宗
の
祖
統
説
に
論
評
を
加
え
た
も
の
と
し
て
は
最
も
早
く
、
か
つ
論
評
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
著
者

も
ま
た
祖
統
説
の
移
り
行
き
に
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
点
も
あ
っ
て
興
味
深
い
。

周
知
の
と
お
り
、
巻
の
六
に
「
識
異
説
第
十
」
の
一
節
が
あ
っ
て
、
幾
つ
か
の
異
説
を
挙
げ
て
論
駁
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
異
説
の
す

べ
て
が
そ
う
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
ほ
と
ん
ど
が
歴
代
法
宝
記
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
と
合
致
す
る
。
少
く
と
も
法
宝
記
が
、

と
は
言
っ
て
も
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
で
は
な
く
、
そ
の
前
段
階
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
神
清
の
視
野
に
は
在
っ
た
で
あ
ろ
う
。
以
下

異
説
を
列
挙
し
て
、
法
宝
記
と
の
比
較
を
試
み
た
い
。

何
異
説
日
、
封
戒
学
者
、
実
則
小
智
、
院
情
不
夷
、
触
物
忌
過
、
亡
身
猶
糞
土
、
厚
意
於
草
木
。
大
士
観
之
如
険
悪
逵
。
不
若
資
吾

大
道
、
落
吾
節
、
放
吾
心
、
不
踵
武
、
不
悦
眉
、
不
飢
腸
、
不
病
蔬
、
遁
遙
乎
飲
撰
之
間
、
坦
蕩
乎
貨
植
之
上
。
何
莫
為
吾
適
也
。

執
能
椙
盲
梁
純
鑛
之
美
厚
、
与
夫
後
世
魂
霊
作
残
刻
早
隷
者
欺
。

異
説
に
曰
く
、
戒
学
に
封
じ
ら
る
る
者
は
実
に
則
ち
小
智
に
し
て
、
隈
情
夷
な
ら
ず
、
触
物
過
を
忌
み
、
身
を
亡
ず
る
こ
と
猶
お

糞
土
の
ご
と
く
し
、
意
を
草
木
に
厚
く
す
。
大
士
は
之
を
観
る
こ
と
険
悪
の
逵
の
如
く
す
。
若
か
ず
、
吾
が
大
道
を
資
り
、
吾
が
節

を
落
し
吾
が
心
を
放
ち
、
踵
武
せ
ず
悦
眉
せ
ず
、
腸
に
飢
え
ず
蔬
に
病
ま
ず
、
飲
饒
の
問
に
遁
遙
し
、
貨
植
の
上
に
坦
蕩
な
ら
ん
に

三
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②
異
説
日
、
禅
為
心
学
。
心
冥
神
化
、
不
行
而
逝
、
将
駐
返
速
。
其
動
如
波
湧
、
其
靜
如
淵
黙
。
当
任
之
於
自
得
、
縦
之
於
無
為
。

何
必
端
居
槁
形
、
以
有
待
無
。
夫
得
之
百
年
人
也
、
不
得
之
亦
百
年
人
也
。
況
宗
途
借
時
、
戸
隔
蕪
昧
。
撫
之
於
実
、
其
誰
悟
焉
。

未
若
與
居
櫃
仰
、
珊
逸
自
体
、
鍾
梵
講
話
、
頗
娯
其
意
。
禅
乎
吾
無
所
為
也
。

異
説
に
曰
く
、
禅
は
心
学
と
為
す
。
心
は
冥
し
神
は
化
し
、
行
か
ず
し
て
逝
き
、
将
に
駐
ま
ら
ん
と
し
て
返
り
て
速
し
。
其
の
動

や
波
湧
の
如
く
、
其
の
静
や
淵
黙
の
如
し
。
当
に
之
を
自
得
に
任
せ
、
之
を
無
為
に
縦
っ
、
へ
し
。
何
ぞ
必
ず
し
も
端
居
し
て
形
を
槁

ら
し
、
有
を
以
て
無
を
待
た
ん
。
夫
れ
之
を
得
る
も
百
年
の
人
な
り
、
之
を
得
ざ
る
も
百
年
の
人
な
り
。
況
ん
や
宗
途
偕
時
し
戸
胴

蕪
味
な
る
を
や
。
之
を
実
に
擁
う
に
其
れ
誰
か
悟
ら
ん
。
未
だ
若
か
ず
、
興
居
値
仰
し
て
卿
か
自
体
を
逸
し
、
錘
梵
講
調
し
て
頗
る

其
の
意
を
娯
し
ま
し
め
ん
に
は
。
禅
や
吾
に
為
す
所
無
し
。

③
異
説
日
、
禅
者
莫
極
乎
吾
師
、
其
禅
日
首
拐
厳
。
自
仏
伝
大
迦
葉
、
至
菩
提
達
磨
逮
吾
師
、
心
与
心
相
付
、
余
宗
則
不
吾
若
也
。

異
説
に
曰
く
、
禅
な
る
者
は
吾
師
に
極
ま
る
こ
と
莫
き
や
。
其
の
禅
は
首
拐
厳
と
日
う
。
仏
大
迦
葉
に
伝
え
て
よ
り
、
菩
提
達
磨

よ
り
吾
が
師
に
逮
ぶ
に
至
る
ま
で
、
心
と
心
と
相
い
付
す
。
余
宗
は
則
ち
吾
に
若
か
ざ
る
な
り
。

側
異
説
日
、
達
磨
既
当
伝
法
、
使
二
弟
子
至
漢
地
、
被
秦
人
憤
於
虜
山
、
因
与
遠
公
、
出
禅
要
経
。
達
磨
聞
之
棟
慨
、
乃
自
出
西
土
、

済
海
干
梁
。
梁
人
不
甚
信
、
北
望
有
大
乗
気
、
遂
適
子
魏
也
。

異
説
に
曰
く
、
達
磨
既
に
法
を
伝
う
る
に
当
り
て
、
二
弟
子
を
し
て
漢
地
に
至
ら
し
む
る
に
、
秦
人
に
盧
山
に
慣
せ
る
。
因
り
て

遠
公
の
与
に
禅
要
経
を
出
だ
せ
り
。
達
磨
之
を
間
き
て
懐
慨
し
、
乃
ち
自
ら
西
士
に
出
で
、
海
を
梁
に
済
る
。
梁
人
甚
だ
信
ぜ
ず
、

北
の
か
た
大
乗
の
気
有
る
を
望
み
て
遂
に
魏
に
適
け
り
。

⑤
異
説
日
、
達
磨
六
過
被
菩
提
流
支
光
統
密
毒
其
食
、
五
過
吐
出
、
至
第
六
過
、
不
吐
而
卒
。
又
謂
其
徒
日
、
吾
宗
至
第
六
世
、
命

は
何
ぞ
蕾

し
め
ん
や
。

何
ぞ
吾
が
適
を
為
す
こ
と
莫
き
や
。

執
か
能
く
青
梁
純
繼
の
美
厚
を
指
て
て
、
夫
の
後
世
の
魂
圭
を
し
て
残
刻
の
早
隷
と
作
ら
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除
き
、
経
法
を
去
胴

疏
論
を
俟
た
ん
や
。

⑧
異
説
云
、
唐
代
一

心
勇
気
奮
、
筍
鉦
鎚

異
説
に
云
く
、
志

に
至
尊
に
対
し
て
、

章
句
疏
論
耶
。

き
か
。

⑥
又
云
、
可
大
師
不
死
於
城
安
令
枯
木
之
下
、
而
続
死
於
和
禅
師
所
鳩
。

又
た
云
く
、
可
大
師
は
城
安
令
の
枯
木
の
下
に
死
せ
ず
し
て
、
続
い
で
和
禅
師
の
鳩
す
る
所
に
死
せ
り
と
。

例
異
説
日
、
罪
福
所
原
、
唯
心
而
已
芙
。
心
滅
無
為
、
道
居
無
事
。
不
礼
讃
、
不
講
話
、
真
無
為
也
。
不
祈
戒
、
不
護
罪
、
真
離
相

也
。
有
説
有
行
、
心
有
所
知
、
声
聞
法
也
。
由
是
除
像
設
、
去
経
法
、
方
称
日
頓
門
。
如
有
所
説
、
自
我
襟
臆
、
臨
文
裁
断
、
何
俟

を
Ⅲ
え
し
め
た
り
。

若
懸
糸
。
是
知
崇
山
至
峻
、
朽
壌
崩
之
、
喬
木
至
堅
、
娼
虫
壼
之
。
故
使
吾
祖
不
暹
有
害
、
終
仙
我
後
也
。

異
説
に
曰
く
、
達
磨
は
六
過
菩
提
流
支
と
光
統
と
に
密
に
其
の
食
に
毒
せ
ら
れ
、
五
過
吐
出
す
る
も
、
第
六
過
に
至
り
て
吐
か
ず

し
て
卒
せ
り
。
又
た
其
の
徒
に
謂
い
て
曰
く
、
吾
が
宗
は
第
六
世
に
至
り
て
命
懸
糸
の
若
し
、
と
。
是
に
知
り
い
、
崇
山
至
峻
に
し

と
お

て
朽
壌
之
を
崩
し
、
喬
木
至
堅
に
し
て
蝿
虫
之
を
毒
む
こ
と
を
。
故
に
吾
が
祖
を
し
て
、
週
か
ら
ず
し
て
害
有
ら
ん
、
終
に
我
が
後

も
と

異
説
に
曰
く
、
罪
福
の
原
づ
く
所
は
唯
だ
心
の
み
。
心
減
し
て
無
為
、
道
無
事
に
居
る
。
礼
讃
せ
ず
講
調
せ
ざ
る
は
真
の
無
為
な

り
。
祈
戒
せ
ず
護
罪
せ
ざ
る
は
真
の
離
相
な
り
。
説
有
り
行
有
り
、
心
に
知
る
所
有
る
は
声
聞
の
法
な
り
。
是
れ
に
由
り
て
像
設
を

も

除
き
、
経
法
を
去
り
て
方
め
て
称
し
て
頓
門
と
日
う
。
如
し
説
く
所
有
ら
ば
、
我
が
襟
臆
よ
り
文
に
臨
ん
で
裁
断
せ
ん
。
何
ぞ
章
句

唐
代
宗
朝
、
有
大
禅
客
、
糠
枇
礼
楽
、
胎
籍
勢
貴
、
蓬
茨
金
門
、
嶬
蛭
帝
居
。
故
対
至
尊
、
其
色
傲
如
、
其
詞
許
如
。

筍
無
生
死
。
可
謂
真
有
道
乎
。

く
、
唐
の
代
宗
朝
、
大
禅
客
有
り
て
礼
楽
を
糠
枇
に
し
て
勢
貴
を
胎
籍
し
、
金
門
を
蓬
茨
に
し
帝
居
を
嶬
蛭
に
す
。
故

し
て
、
其
の
色
は
傲
如
た
り
、
其
の
詞
は
許
如
た
り
。
心
勇
に
し
て
気
奮
い
、
筍
に
生
死
無
し
。
真
の
有
道
と
謂
う
可
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一
つ
一
つ
に
つ
い
て
法
宝
記
の
主
張
と
照
合
し
な
が
ら
検
討
し
て
行
く
が
、
神
清
は
異
説
を
自
分
な
り
に
ま
と
め
上
げ
た
の
で
あ
ろ
う
、

格
調
高
い
文
章
で
記
し
て
い
る
の
で
、
同
じ
文
言
を
見
出
し
う
る
場
合
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

ま
ず
異
説
①
は
戒
学
の
無
視
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
法
宝
記
の
主
人
公
保
唐
寺
無
住
の
独
摺
場
で
あ
っ
て
、
律
師
と
の
問
答
に
お
い

て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
引
い
た
の
は
一
部
で
あ
る
が
、
問
答
の
あ
と
、
律
師
は
「
戒
律
尽
捨
」
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

異
説
③
は
坐
禅
の
否
定
。
こ
れ
も
「
不
入
三
昧
、
不
住
坐
禅
」
（
同
一
九
三
ａ
）
の
無
住
の
立
場
で
、
活
朧
々
の
禅
で
あ
る
㈲

若
見
持
戒
、
即
大
破
戒
。
戒
非
戒
二
是
一
相
。
能
知
此
者
即
是
大
道
師
。
見
犯
重
比
丘
不
入
地
獄
、
見
清
浄
行
者
不
入
浬
藥
。
若
住

如
是
見
、
是
平
等
見
。
今
時
律
師
説
触
説
浄
、
説
持
説
犯
作
相
、
授
戒
作
相
、
威
儀
及
以
飯
食
皆
作
相
。
仮
使
作
相
、
即
与
外
道
五

通
等
。
若
無
作
相
、
即
是
無
為
、
不
応
有
見
。
（
大
兜
’
一
九
四
ｂ
）

⑥
異
説
云
、
五
昼

異
説
に
云
く
、

盛
ん
な
ら
ず
や
。

⑩
異
説
云
、
将
死
之
人
寂
無
所
見
、
是
謂
至
道
不
由
険
畏
。
若
観
仏
来
以
相
、
為
魔
心
之
取
突
。
其
何
免
哉
。

異
説
に
云
く
、
将
に
死
せ
ん
と
す
る
の
入
寂
と
し
て
見
る
所
無
き
、
是
れ
道
に
至
る
に
険
畏
に
由
ら
ず
と
謂
う
。
若
し
仏
の
来
る

に
相
を
以
て
す
る
を
槻
な
ぱ
、
魔
心
の
取
る
と
こ
ろ
と
為
る
、
其
れ
何
ぞ
免
れ
ん
や
。

吾
師
加
跣
、
心
在
乎
定
、
奄
若
蝉
暁
。
後
人
哀
思
、
高
塔
厚
葬
、
不
亦
盛
乎
。

く
、
吾
が
師
は
加
跣
し
、
心
定
に
在
り
て
奄
若
と
し
て
蝉
晩
す
。
後
人
哀
思
し
、
塔
を
高
く
し
て
厚
く
葬
せ
る
、
亦
た
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異
説
側
は
達
磨
伝
説
の
二

門
経
一
巻
」
と
な
っ
て
い
る
。

異
説
⑧
は
祖
統
の
誉
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
論
の
主
題
に
か
か
わ
る
か
ら
、
後
で
詳
し
く
検
討
す
る
が
、
こ
こ
に
〃
吾
師
″
と
い
う
も

の
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
み
た
い
。
異
説
⑨
の
場
合
と
同
様
、
一
般
に
禅
門
の
師
を
指
す
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
ま
た
特
定
の
禅
師

を
指
す
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
歴
代
法
宝
記
と
い
う
灯
史
を
残
す
よ
う
な
＄
大
き
な
勢
力
を
築
い
た
無
住
を
視

野
に
入
れ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
無
住
は
大
歴
九
年
（
七
七
四
）
に
没
し
て
お
り
、
お
よ
そ
そ
の
三
十
数
年
後
に
没
し
た
神
清
は
、
無
住

と
そ
の
教
団
と
を
目
の
当
り
に
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
「
識
異
説
」
を
始
め
る
に
当
っ
て
、
「
余
に
私
す
る
も
の
曰
く
、
彼
の
黛
斯
れ
盛

ん
な
り
、
将
に
君
に
於
い
て
は
奈
何
ん
と
も
す
る
こ
と
を
得
ざ
ら
ん
と
す
」
と
神
清
は
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
異
説
を
挙
げ
る
に
先

だ
っ
て
、
自
ら
浄
衆
禅
門
に
参
じ
た
こ
と
を
、
感
慨
を
籠
め
て
述
べ
て
い
る
。
両
者
が
兄
弟
弟
子
の
間
柄
に
あ
っ
た
こ
と
を
見
逃
す
、
へ
き

ん
な
り
、
岸

だ
っ
て
、
｛

で
は
な
い
。

異
説
⑤
は
同
じ
く
達
磨
伝
説
で
、
法
宝
記
に
も
あ
る
。

異
説
⑥
は
二
祖
惠
可
の
伝
説
で
あ
る
が
、
法
宝
記
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

可
大
師
後
倖
狂
於
四
椿
、
城
市
説
法
、
人
衆
甚
多
。
菩
提
流
支
徒
億
告
可
大
師
云
妖
異
。
奏
勅
、
令
所
司
推
問
可
大
師
。
大
師
答
、

承
、
実
妖
。
所
司
知
衆
疾
、
令
可
大
師
審
。
大
師
確
答
我
実
妖
。
勅
令
城
安
県
令
雀
沖
侃
、
依
法
処
刑
。
可
大
師
告
衆
人
日
、
我
法

至
第
四
祖
、
化
為
名
相
。
語
已
悲
涙
、
遂
示
形
身
流
白
乳
、
肉
色
如
常
。
（
同
一
八
一
ｂ
）

和
上
語
悟
幽
師
、
無
住
禅
不
沈
不
浮
、
不
流
不
注
、
而
実
有
用
、
用
無
生
寂
、
用
無
垢
浄
、
用
無
是
非
。
活
朧
々
、
一
切
時
中
総
是
兇

禅
。
（
同
一
九
五
ａ
）

っ
で
、
法
宝
記
に
も
こ
の
通
り
に
在
る
。
た
だ
「
出
禅
要
経
」
と
い
う
の
が
現
存
の
法
宝
記
で
は
「
訳
出
禅



と
い
う
。
こ
こ
で
非
常
に
興
味
深
い
の
は
、
異
説
の
方
が
血
脈
伝
に
言
う
と
こ
ろ
と
近
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
血
脈
伝
は
、
打
ち
殺

さ
れ
た
恵
可
は
「
死
し
て
一
宿
を
経
て
重
ね
て
活
き
、
又
た
毒
薬
を
被
り
て
終
る
」
と
言
う
。
異
説
が
こ
の
通
り
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る

の
に
対
し
、
法
宝
記
は
毒
害
の
こ
と
を
言
わ
な
い
。
神
渭
は
こ
の
毒
害
説
に
対
し
て
、
「
斯
れ
可
祖
を
賎
め
る
こ
と
尤
な
り
」
と
叱
責
し

て
い
る
。
あ
る
い
は
こ
れ
に
よ
っ
て
法
宝
記
は
修
正
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
る
と
、
古
い
法
宝
記
に
は
「
和
禅
師
」
の
名
が
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
宝
林
伝
の
癖
和
法
師
に
他
な
る
ま
い
。

異
説
例
は
「
離
相
」
で
あ
っ
て
こ
そ
「
頓
門
」
で
あ
る
と
い
う
主
張
。
こ
れ
は
法
宝
記
を
貫
く
基
本
的
立
場
で
あ
る
。
仏
教
が
東
流
し

て
か
ら
と
い
う
も
の
、
今
か
ら
三
百
年
前
ま
で
は
「
尽
無
事
相
法
則
」
で
あ
っ
た
が
、
道
安
法
師
が
出
て
「
事
相
威
儀
法
事
呪
願
讃
歎
等

出
此
道
安
法
師
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
非
難
し
、
事
相
を
非
と
す
る
教
証
を
並
令
へ
立
て
た
と
こ
ろ
が
あ
る
（
同
一
八
二
Ｃ
）
や
ま

た
無
住
の
章
に
は
「
厳
設
を
以
て
道
場
と
為
さ
ず
」
（
同
一
八
六
ａ
）
と
言
う
。
戒
学
の
無
視
、
坐
禅
の
否
定
も
同
じ
線
上
に
在
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
驚
く
今
へ
き
こ
と
に
次
の
よ
う
な
教
説
ま
で
あ
る
。

こ
の
話
を
法
宝
記
が
神
会
の
師
資
血
脈
伝
の
そ
れ
と
同
じ
出
所
か
ら
取
っ
た
こ
と
は
、
「
湧
伽
郵
都
故
事
具
載
」
と
記
し
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
師
資
血
脈
伝
は
石
井
本
神
会
録
の
末
尾
に
附
録
さ
れ
て
い
る
が
、
恵
可
の
伝
（
五
一
段
）
に
、

可
大
師
謂
燦
日
、
吾
帰
郷
都
還
債
。
遂
従
皖
山
至
郵
都
説
法
。
或
於
市
四
街
巷
、
不
恒
其
所
。
道
俗
帰
仰
不
可
勝
数
。
経
一
十
年
、

時
有
災
難
、
競
起
扇
乱
、
逓
相
誹
誇
、
為
妖
邪
壊
乱
仏
法
。
遂
経
成
安
県
令
甕
仲
侃
、
其
人
不
委
所
由
、
乃
打
熱
慧
可
。
死
経
一
宿

重
活
、
‐
又
被
毒
薬
而
終
。
楊
枡
伽
郵
都
故
事
第
一
巻
具
説
。

又
本
病
を
破
す
。
云
何
が
本
と
為
す
や
。
一
切
衆
生
本
来
清
浄
、
本
来
円
満
な
り
。
本
有
ら
ぱ
即
ち
利
有
り
。
利
有
る
が
為
の
故
に
閉



記
さ
れ
て
い
る

〃
本
来
性
″
を
す
ら
病
弊
と
し
て
破
棄
す
る
の
で
あ
る
か
ら
徹
底
し
て
い
る
。

異
説
⑧
は
不
敬
王
者
論
で
あ
る
。
代
宗
朝
は
宝
応
元
年
（
七
六
二
）
か
ら
大
暦
十
四
年
（
七
七
九
）
で
あ
る
か
ら
、
無
住
の
晩
年
に
当
る
。

大
禅
客
と
は
暗
に
無
住
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
法
宝
記
に
は
、
副
元
師
黄
門
侍
郎
杜
相
公
と
無
住
と
の
会
見
の
様
子
が
、
次
の
よ
う
に

は
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
。

異
説
③
に
論
評
を
加
え
て
神
清
は
言
う
。

異
説
⑩
は
浄
土
往
生
の
批
判
で
あ
る
。
こ
れ
も
禅
僧
に
共
通
す
る
立
場
で
あ
ろ
う
が
、
法
宝
記
は
触
れ
て
い
な
い
。

異
説
側
の
高
塔
厚
葬
の
こ
と
は
禅
僧
の
遷
化
に
当
っ
て
普
通
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
る
に
法
宝
記
に
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

白
和
上
云
、
相
公
来
謁
和
上
、
和
上
答
、
来
即
従
他
来
。
押
牙
等
白
和
上
、
国
相
貴
重
、
応
須
出
迎
。
和
上
答
、
不
合
迎
。
迎
即
是

人
情
、
不
迎
即
是
仏
法
。
押
衙
又
欲
語
、
相
公
入
院
、
見
和
上
容
儀
不
動
、
侭
然
安
祥
。
相
公
頓
身
下
階
、
作
礼
合
掌
、
問
信
起
居
。

（
同
一
八
八
Ｃ
ｌ
一
八
九
ａ
）

心
に
採
集
有
り
て
、
識
家
便
り
を
得
、
即
ち
生
死
に
輪
廻
す
。
本
離
し
他
を
離
す
れ
ば
即
ち
依
止
無
く
、
己
他
倶
に
利
し
、
仏
の
菩

提
を
成
ず
。
仏
に
根
境
の
相
無
け
れ
ば
、
不
見
を
ぱ
見
仏
と
名
づ
く
。
畢
寛
空
中
に
於
い
て
熾
然
と
し
て
建
立
す
。
（
同
一
九
三
ａ
）

四
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で
ま

付
法
蔵
伝
の
伝
法
者
は
た
だ
二
十
四
人
だ
け
で
あ
る
。
最
後
の
師
子
比
丘
の
後
に
つ
づ
く
舎
那
婆
斯
等
の
四
人
は
す
、
へ
て
余
家
の
曲

か
せ説

で
あ
る
。
そ
の
上
に
第
二
十
九
は
達
磨
多
羅
で
あ
っ
て
、
菩
提
達
磨
で
は
な
い
。

達
磨
が
唐
土
の
初
祖
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
が
、
師
子
比
丘
と
の
間
を
つ
な
ぐ
四
人
は
問
題
で
あ
り
、
余
家
の
曲

説
で
あ
る
。
そ
の
上
、
第
二
十
九
祖
は
由
緒
正
し
く
は
達
磨
多
羅
で
あ
っ
て
、
菩
提
達
磨
で
は
な
い
。
神
渭
は
こ
う
言
っ
て
い
る
の
で
あ

菩
提
達
磨
の
二
十
九
祖
説
を
二
重
に
批
判
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
舎
那
婆
斯
等
四
人
の
で
っ
ち
あ
げ
と
、
神
会
の
誤
認
に
始
ま
る
菩

提
達
磨
の
不
合
理
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
、
新
た
に
登
場
し
た
達
磨
多
羅
の
二
十
九
祖
説
を
、
神
清
は
知
っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
神
清
自
身
考
証
し
て
、
達
磨
多
羅
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
、
神
清

は
基
本
的
に
は
二
十
九
祖
説
を
承
認
す
る
も
の
で
は
な
い
。
達
磨
多
羅
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
も
、
百
歩
ゆ
ず
っ
て
の
話
し
で

紫
の
ブ
Ｑ
Ｏ

つ
（
一
ゞ
垢
「
ノ
ｏ

ま
ず
〃
吾
師
〃
を
一

い
。
そ
の
後
に
あ
る
。

矢
面
に
立
た
さ
れ
て
い
る
菩
提
達
磨
の
二
十
九
祖
説
が
、
歴
代
法
宝
記
、
と
は
言
っ
て
も
現
存
の
テ
キ
ス
ト
で
は
な
く
、
そ
の
前
段
階
弱

識
者
日
、
吉
人
寡
辞
、
功
伐
不
賞
。
況
匪
功
妄
伐
、
人
其
吉
乎
。
付
法
伝
止
有
二
十
四
人
。
其
師
子
後
舎
那
婆
斯
等
四
人
、
並
余
家

之
曲
説
也
。
又
第
二
十
九
名
達
睡
多
羅
、
非
菩
提
達
磨
也
。

識
者
曰
く
、
吉
人
辞
寡
な
く
、
功
伐
も
賞
せ
ず
。
況
ん
や
匪
功
妄
伐
、
人
其
れ
吉
な
ら
ん
や
。
付
法
伝
は
止
だ
二
十
四
人
有
る
の

み
。
其
の
師
子
の
後
の
舎
那
婆
斯
等
の
四
人
は
、
並
び
に
余
家
の
曲
説
な
り
。
又
た
第
二
十
九
は
達
咳
多
羅
と
名
づ
け
、
菩
提
達
磨

に
は
非
ざ
る
な
り
。

を
誇
る
者
を
批
判
し
、
暗
に
、
そ
の
〃
吾
師
″
の
徳
を
も
疑
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
当
面
の
問
題
は
そ
こ
に
は
な



の
古
い
テ
キ
ス
ト
に
載
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
勿
論
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
そ
の
可
能
性
は
、
前
節
に
お
い
て
観
察

し
た
と
こ
ろ
か
ら
見
て
も
、
非
常
に
高
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

仮
り
に
古
い
法
宝
記
に
、
菩
提
達
磨
の
二
十
九
祖
説
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
現
存
の
法
宝
記
の
菩
提
達
磨
多
羅
と
い
う
名
前
は
、

神
清
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
祖
統
説
を
合
理
化
し
て
行
こ
う
と
す
る
立
場
か
ら
の
批
評
に
直
面
し
て
、
当
面
を
糊
塗
す
る
た
め
に
菩
提
達

磨
に
達
磨
多
羅
を
重
ね
合
わ
せ
た
、
苦
肉
の
策
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
前
述
し
た
と
お
り
、
現
存
の
法
宝
記
に
は
、

達
磨
多
羅
の
二
十
八
祖
説
が
存
在
す
る
。
あ
る
い
は
法
宝
記
の
周
辺
で
、
菩
提
達
磨
の
二
十
九
祖
説
か
ち
達
磨
多
羅
の
二
十
九
祖
説
へ
、

さ
ら
に
達
磨
多
羅
の
二
十
八
祖
説
へ
の
展
開
が
行
わ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
に
つ
れ
て
菩
提
達
磨
の
一
千
八
祖
説
も
出
来
て
来
た

神
清
の
い
う
「
余
家
」
と
は
神
会
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
が
私
の
推
定
で
あ
る
。
根
拠
の
一
つ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
最
初
の
二
十
九

祖
説
が
付
法
蔵
伝
の
二
十
四
人
に
神
会
の
八
代
を
重
ね
合
わ
せ
て
整
理
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
つ
目
の
根
拠
に
は
歴
代
法
宝
記
が
か
か
わ
る
。
周
知
の
と
お
り
法
宝
記
は
神
会
そ
の
人
を
も
利
用
す
る
の
で
あ
る
が
、
六
祖
ま
で
の

伝
記
の
材
料
を
、
ほ
と
ん
ど
神
会
の
菩
提
達
摩
南
宗
定
是
非
論
及
び
師
資
血
脈
伝
に
取
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
祖
統
説
と
二
十
年
懸
記
と

だ
け
は
こ
の
二
言
に
な
い
の
で
あ
る
。
“

さ
て
し
か
し
、
神
清
が
「
余
家
の
曲
説
な
り
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
菩
提
達
磨
の
二
十
九
祖
説
は
浄
衆
門
の
創
唱

で
は
な
い
。
当
時
共
存
し
て
い
た
い
ず
れ
か
の
宗
派
の
言
い
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
神
清
は
そ
の
何
者
で
あ
る
か
を
知
っ
て
お
り
、
「
余

家
」
と
い
う
言
葉
で
そ
の
者
を
指
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
で
は
「
余
家
」
と
は
何
者
か
、
こ
れ
が
次
の
間
題
で
あ
る
。

の
で
↑
め
ろ
』
フ
。

も
っ
と
も
二
十
年
懸
記
に
つ
い
て
は
、
石
井
本
神
会
録
に
四
十
年
懸
記
と
し
て
現
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
後
の
変
化
だ
と
考
え
ら
れ
な

五
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い
こ
と
も
な
い
か
ら
、
元
来
師
資
血
脈
伝
に
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
残
る
は
祖
統
説
で
あ
る
。
そ
の
出
所
は
神
会
の
作
っ
た
壇
経
原

③本
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
あ
る
。

敦
埠
本
壇
経
の
祖
統
説
は
、
見
ら
れ
る
と
お
り
、
弥
遮
迦
を
除
く
変
則
の
二
十
八
祖
説
で
、
ど
う
に
も
理
解
に
苦
し
む
。
今
の
と
こ
ろ

写
誤
だ
と
仮
定
し
て
、
本
来
二
十
九
祖
説
で
あ
っ
た
と
考
え
る
し
か
な
い
よ
う
に
思
う
。
無
論
神
会
原
本
を
承
け
た
わ
け
で
あ
る
。

法
宝
記
が
壇
経
の
敦
埠
本
系
テ
キ
ス
ト
を
見
た
様
子
は
な
い
。
と
な
る
と
壇
経
神
会
原
本
に
落
着
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

た
だ
こ
こ
に
、
以
上
の
推
定
の
障
磯
と
な
る
事
実
が
あ
る
。
そ
れ
は
胡
適
博
士
が
似
た
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
お
り
な
が
ら
、
後
に
撤

回
し
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
荷
沢
大
師
神
会
伝
」
（
『
胡
適
文
存
』
四
、
二
五
八
頁
）
に

二
十
八
代
説
、
大
概
也
是
神
会
所
椙
、
起
於
神
会
的
晩
年
、
用
来
替
代
他
在
滑
台
所
侶
的
八
代
説
。

と
言
う
。
二
十
八
と
二
十
九
と
、
数
字
は
異
る
け
れ
ど
も
発
想
に
お
い
て
は
同
じ
で
あ
る
℃
と
こ
ろ
が
最
晩
年
に
な
っ
て
、
博
士
は
、
宝

林
伝
に
房
珀
の
書
い
た
三
祖
僧
燦
の
碑
文
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に

自
迦
葉
至
大
師
、
西
国
有
七
、
中
土
三
美
。

迦
葉
至
我
今
、
聖
者
十
人
。
貝
殊
心
一
号
、
相
続
一
身
。

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
神
会
と
房
珀
と
の
交
り
に
も
と
づ
い
て
、
房
珀
が
碑
を
建
て
た
の
は
「
元
年
建
辰
月
」
で
あ
り
、
神
会
が
没
し
た

④

の
は
「
元
年
建
午
月
」
で
あ
る
か
ら
、
神
会
は
最
後
ま
で
八
代
説
で
あ
っ
た
と
修
正
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
元
年
建
辰
月
・
建
午
月
」
と
い
う
の
は
、
唐
の
粛
宗
が
上
元
二
年
（
七
六
一
）
に
年
号
を
廃
止
し
た
た
め
に
行
わ
れ
た
日
付
の
付
方
で
、

⑤

元
年
と
は
西
歴
七
六
一
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
の
数
ヶ
月
の
間
を
指
す
。
ど
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
胡
適
博
士
の
考
証
に
詳
し
い
が
、
‐
博

士
は
こ
の
考
証
に
も
と
づ
い
て
、
神
会
の
没
年
を
七
六
二
年
と
定
め
た
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
最
近
に
な
っ
て
神
会
の
塔
銘
が
発
見
さ
れ
、
宗
密
の
伝
え
た
乾
元
元
年
（
七
五
八
）
五
月
十
三
日
示
寂
説
の
正
し
さ
が
確
め
ら

ル
室
め
門
ゾ
、
牢
《
た
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U ’



神
会
が
洛
陽
の
荷
沢
寺
に
入
っ
た
の
は
天
宝
四
載
（
七
四
五
）
、
兵
部
侍
郎
宋
鼎
の
招
請
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
（
円
覚
経
大
疏
抄
三
之

下
）
。
こ
の
時
は
ま
だ
八
代
説
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

神
会
は
、
こ
れ
よ
り
以
後
お
そ
く
と
も
左
渓
碑
の
書
か
れ
る
ま
で
の
間
に
、
荷
沢
寺
で
壇
経
を
編
纂
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ

で
壇
経
と
い
う
も
の
の
特
殊
性
を
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
敦
埠
本
壇
経
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
授
戒
儀
が
中
心
で
は

あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
他
に
慧
能
の
主
な
事
蹟
や
基
本
的
な
教
説
な
ど
、
一
派
の
授
戒
師
が
心
得
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
を
書

き
留
め
た
、
言
わ
ば
秘
伝
害
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
一
般
に
公
開
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
専
門
家
の
手
か
ら

⑦

手
へ
と
密
か
に
伝
授
さ
れ
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
敦
埠
本
の
み
な
ら
ず
敦
博
本
壇
経
も
ま
た
梵
爽
式
蝶
装
本
で
あ
る
事
実
が
物

語
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
情
報
を
も
た
ら
す
者
が
な
い
限
り
、
在
家
の
信
者
が
そ
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
不

⑥

れ
た
。
と
な
る
と
房
珀
が
碑
を
建
て
る
四
年
前
に
神
会
は
没
し
て
お
り
、
建
碑
に
つ
い
て
は
与
り
知
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
。

房
珀
は
、
宋
高
僧
伝
八
慧
能
伝
の
、
慧
能
没
後
の
こ
と
を
述
べ
た
件
り
に
名
が
見
え
る
。

会
於
洛
陽
荷
沢
寺
、
崇
樹
能
之
真
堂
。
兵
部
侍
郎
宋
鼎
為
碑
焉
。
会
序
宗
脈
、
従
如
来
下
西
域
諸
祖
外
、
震
旦
凡
六
祖
、
尽
図
績
其

Ｇ

思
議
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

房
嬉
は
神
会
が
六
祖
壇
経
を
編
纂
し
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
然
内
容
に
つ
い
て
は
知
る
由
も
な
い
ｐ
こ
れ
に
対
し

て
同
じ
神
会
の
南
宗
定
是
非
論
は
、
天
下
に
公
開
す
る
た
め
に
独
孤
浦
が
編
修
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
そ
こ
に
八
代
説
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
承
知
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

神
会
亡
き
後
、
碑
文
を
書
く
に
当
っ
て
、
房
瑁
は
自
ら
の
記
憶
に
基
づ
い
て
八
代
説
を
記
し
た
に
違
い
な
い
。
こ
う
考
え
る
と
、
房
珀

の
碑
文
の
存
在
は
、
神
会
が
、
初
め
て
菩
提
達
磨
の
二
十
九
祖
説
を
考
案
し
、
自
ら
作
成
し
た
壇
経
に
記
載
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

⑨

推
定
の
さ
ま
た
げ
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
胡
適
先
生
、
最
初
の
勘
が
当
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

影
。
太
尉
房
珀
作
六
葉
図
序
。
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こ
と
）
を
も
含
砧
て
、
前
提
一
壇
軽
隷
制
」
参
雌
：

③
前
掲
「
壇
経
雑
識
」
参
照
。

④
胡
適
「
到
柳
田
聖
山
書
」

⑤
「
神
会
和
尚
的
生
卒
年
的
新
考
正
」
（
『
神
会
和
尚
遺
集
』
三
七
○
頁
以
下
）
。

⑥
温
玉
成
「
記
新
出
土
的
荷
沢
大
師
神
会
塔
銘
」
（
「
世
界
宗
教
研
究
』
一
九
八
四
年
二
月
）
。

⑦
楊
曾
文
「
敦
博
本
壇
経
的
学
術
価
値
」
（
『
六
祖
壇
経
の
世
界
」
）
参
照
。

③
こ
れ
は
入
矢
義
高
先
生
に
教
え
て
戴
い
た
の
で
あ
る
が
、
白
居
易
に
「
味
道
」
と
題
す
る
詩
が
あ
り
「
叩
歯
晨
興
秋
院
静
、
焚
香
冥
坐
晩
宙
深
。

七
篇
真
詰
論
仙
事
、
一
巻
壇
経
説
仏
心
。
此
日
尽
知
前
境
妄
、
多
生
曾
被
外
塵
侵
。
自
嫌
習
性
猶
残
処
、
愛
詠
閖
詩
好
聴
琴
」
と
い
う
。
こ
れ
は
五

十
三
歳
の
時
（
八
二
四
年
）
の
作
と
さ
れ
る
が
、
白
居
易
が
読
ん
だ
の
は
、
敦
埋
本
系
テ
キ
ス
ト
が
修
正
を
蒙
っ
て
語
録
化
さ
れ
た
、
つ
ま
り
一
般

向
き
に
編
纂
し
直
さ
れ
た
後
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
修
正
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
前
掲
「
壇
経
雑
識
」
及
び
コ
ハ
祖
壇
経
研
究
枝
談
」
（
『
仏
教
史

学
』
三
七
巻
第
一
号
、
一
九
九
四
年
七
月
）
参
照
。

⑨
稿
を
草
し
了
っ
た
の
ち
、
こ
の
推
定
の
根
拠
と
し
て
当
然
取
り
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
資
料
の
有
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
賢
蝕
（
’
八
三
五
）

の
書
い
た
揚
州
華
林
寺
大
悲
禅
師
碑
銘
丼
序
（
全
唐
文
七
三
一
、
唐
文
粋
六
四
）
で
あ
る
。

、
、
、
、

（
前
略
）
自
大
迦
葉
親
承
心
印
、
二
十
九
世
伝
菩
提
達
摩
、
始
来
中
土
、
代
襲
為
祖
、
派
別
為
宗
。
（
中
略
）
師
嗣
法
於
神
会
大
師
者
也
。
上

、
、
、
、

距
大
迦
葉
、
三
十
六
代
、
皆
以
真
空
妙
有
、
覚
性
仏
心
、
黙
伝
密
付
、
印
可
懸
解
。

大
悲
禅
師
と
い
う
の
は
、
文
中
に
も
あ
る
通
り
、
神
会
の
法
嗣
霊
坦
（
七
○
九
’
八
一
六
）
の
こ
と
で
あ
る
。
二
十
九
祖
説
に
立
つ
か
ら
、
大
迦
葉

か
ら
数
え
て
丁
度
三
十
六
代
目
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
師
が
あ
ら
た
め
て
唱
え
た
祖
統
説
を
、
弟
子
が
忠
実
に
奉
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

②①註

こ
の
箇
処
、
旧
稿
「
壇
経
雑
識
」
（
『
禅
学
研
究
』
七
十
一
号
八
十
二
頁
）
に
お
い
て
は
読
み
誤
っ
て

閑
陽
慧
忠
（
七
七
五
没
）
の
存
命
中
の
撰
述
で
あ
る
か
ら
、
法
宝
記
よ
り
も
古
い
と
私
は
考
え
て
い

と
）
を
も
含
め
て
、
前
掲
「
壇
経
雑
識
」
参
照
。

前
掲
「
壇
経
雑
識
」
参
照
。

い
る
。

る
。
成
立
の
事
情
（
原
本
壇
経
を
改
作
し
た
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